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研究機関名 横浜市立みなと赤十字病院 

研究責任者 所属   薬剤部        氏名 小宅典子 

研究期間 （西暦）2019 年 10 月 ～（西暦） 2019 年 11 月 

研究の意義・目的 

2018 年 4 月に横浜市立みなと赤十字病院（以下当院）入退院支援センターを立ち

上げました。当院薬剤部では、以前より一部診療科の入院予定患者さまを対象に

入院前の服用薬確認をおこなってきました。これを機に対象診療科が拡大されて、

現在では予定入院患者全例に介入しています。さらに 2019 年 4 月より入退院支援

センターでは予約体制が開始となりました。 

これまでの期間での業務を振り返るともに予約体制が開始されたことでの業務の

変化を検証します。また、今後の業務の改善も含めた検討を行います。 

研究の方法 

（対象期間含む） 

2016 年 6 月～2019 年 11 月まで入院前のお薬確認・中止薬指示の確認をはじめと

する医師への問い合わせ事例件数やその内容の変化や予約体制になったことでの

常用薬の把握状況の変化などを調査します。 

試料・情報の利用目的及び

利用方法 

（匿名加工する場合や他施設へ提供

される場合はその方法を含む） 

診療科別における対応件数、お薬手帳の持参率、医師への指示確認件数などを調

査をして、これまでの業務について評価を行います。個人を特定できる情報は含

みません。 

利用又は提供する 

試料・情報の項目 

入退院支援センター業務の対応件数 

お薬手帳持参の有無 

医師への指示確認件数とその問い合わせ内容 

試料・情報を 

利用する者の範囲 

薬剤部（小宅典子、他薬剤師） 

試料・情報の管理における

責任者の氏名又名称 

（当院及び提供先） 

横浜市立みなと赤十字病院  所属 薬剤部  氏名 小宅 典子 

問い合わせ先 〒231-8682 神奈川県横浜市中区新山下 3-12-1 

横浜市立みなと赤十字病院  所属 薬剤部  氏名 小宅 典子 

TEL:045-628-6100（代表）内線 3808（事務局）／FAX:045-628-6101 
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